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序論
琉球列島の政問VG~:借の同境の品と して知られる与那国
手ゅージ
J込では古くから板花繊手巾，与那国芭悠布，イ チチンパ
ナノレタティ ，グパンJレタティ，キラマキノレタティなどと
よばれる綿糸，麻糸， 芭i(¥糸.絹糸を用いた織物が生注
されている。
離島の彼服は一般に実用性が重視された質系で簡略な
ものが多く，特にj%tn;t多湿な環境に適応する通気性，耐
洗濯性のすぐれたものが使用されてきた。
板花織手1は花織の一つで，紛浮織による償段段級が特
徴となっている。板.(E織は経.緯とも綿糸または紛IL麻
糸，芭蕉糸を用いた予rtJとよばれる手拭将の大き§の被
り物の製織に1良られていたが，現{fでは経，総とも絹糸
をmいた者尺地なども生~~され， 新しいJj向が4史家され
ている。
与那国島の板./t総予巾は白地に9つの太い償段僚機で
椀成されており ，植物染料』ζよって7色将l交の色糸が横
段1:織り込まれている。(写真 ・1)乙の脱線の部分は
(写真 ・I) 
イ鴎識を使って、ド織の白地tζ色糸を緯の紋糸として織り
込むため地の友泉かうどLi.1L入れ償って市松校総のように
なり，色糸が浮いてぷと袋とが同一柄になる特徴をもっ
ている1)。乙の9つの櫛段は船に乗る人々の無目l{を祈る
f9つの闘い」を託したものとされている。
与那国芭焦布は経iζ綿糸，総』ζ芭蕉糸を{史mした交織
物が多く ，また綿糸が得手Eの純物染料で染色された経縞
柄物や白無地物などか生~されている。
Jレタティは与IJs困品独特の口常才7で，グンボウともよ
ばれている。イチチンパナルタティは経に綿糸，総』ζ麻
糸または芭:終糸を使用した交織の高級な花織の具用J守物
で白地糸tζ 一色使いの紋糸で5つiE，8つイEを総脱線』ζ
し地紋風4ζ織り上げている。乙のノレタティは南側に相応
( I ) 
写真一1板花綴手巾 (上)とノレタティ(下)
しいさわやかな肌触りの丈の短い筒~Ihの将物で島民に愛
好されている。グパンタノレティは終lζ綿糸，緯』ζ麻糸ま
たは也m菜、を使用し，与耕1凪地織(し、ぎり機)で織り上
げた絡F柄の交級手織物のノレタティで，きわめて武重な
ものとされている。キラ 7キJレタティは冬物のルタティ
で， 車輪，;~，ζ*"，紛?の紺地綿織物が多b 、。
また勺・捌五|ミンサーは竹宮&:;ミンサーと異なり ，綾中
(~.J[紡のなか)の緋柄が ト イク ワ (.~~)くずしの飛緋を
特徴としている1)。
乙れら¢潟納 まクロ トン (Codiaeumvariegatum var.) 
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をはじめテカチ，福木，泥藍， タラマパナ，赤風の粉，
蘇方などの天寿慨を用いた独特の方法で，汗，日光，洗
穏などlζきわめて堅ろう性の高い緑色が行われてきた。
そζで本研究では天然繊維製品の染色堅ろう性を消費
性能に適応したすぐれたものに改善するζ とを最終目的
として，ます与部国島で生産される上記各種の織物の緑
色fC使用される植物色素クロ卜ンによる綿糸，麻糸，芭
ra糸および絹糸の染色を検討すると共iζ直接染料で下染
めされた綿糸や，酸性染料で下染めされた絹糸のクロト
ン色紫による色止め効果と重ね染め効果について合わせ
て検討した。
材 料
樹監材料としては未晒し綿糸，シルケット加工した晒
し綿糸，苧麻糸，芭蕉糸および綿糸の5種を使用した。
組物染料としては与那国産クロトンのほかクール.ヤ
マモモなどの染料植物と精製した五倍子タンニン酸を使
用した。
lり)クロトン (ωCodi悶ae印u叩l汀川1mπmv暗arie昭gatωumva訂rれ.ぷ立熱詩第干地
方の太平洋諸島の原産といわれるトウダイグサ科の?常z吉.緑
木で変苦禁定木の別名がある2幻)。クロトンの他出液には特有
のタンニン色素と少量の1立色色紫とが含まれている。
(写真・ 2) 
2 )クーJレ(紅露.Dioscorea rhipogonioides. 
Oliv.)は沖縄・八重島群島に多く自生するヤマイモ科
の多年生草木で“染め物芋"の_gIJ名がある。クールの線
写真一2. クロ トン (Codiaeumvariegatum var.) 
写真一3.クール (Dioscorearhipogonoides. Oliv.) 
ijf1 
(2) 
A孟4与
干ー
塊iζは多勝間で多くのタンニン系色紫と茶褐色系色素
とか含まれている(写真・ 3) 
3 )ヤマモモ(楊侮. Myrica rubra .Sieb. et 
Zucc. Morella rubra. Lour)は本州南部，四国，九
州，沖縄地方の山野に多〈生育するヤ7 モモ科の常緑高
木で古くから絹.綿などの色素として知られている。モ
モ皮とよばれている樹皮の熱水抽7]<液はタンニン色素と
黄色系色紫(フラボノイドの一種)を含み緋筏様の染め
に使用されている。(写真 ・4) 
写真一4.ヤマモモ (Myrcarubra. Sieb.et. Zucc.. 
Morella rubra. Lour.) 
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Myricitrinは1Jtl7)<分解によりMyricetinとRhamnose
を生成する。
化学染料としては卜リアリノレメタン系の酸性染料 (C.
1. Acid Violet 17)とベンジン系アゾ染料の凶按染
料の2種を使用した。
般性染料 C.l. Acid Violet 17 (トリアリルメタル系染料)
山
い~Nω
l直接染料 C.I. Direct Brown 95 (ベンジン系アゾ染料)
di:;る:;N∞ N-t
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実験方法
I 染料織物の煎;十液の鋼製
逆流冷去1I器を付けた三つIJ フラスコ t~I: l l装白を用い，
細かく粉砕したクロ トン.クー Jレ，ヤマモモなどの3磁
の染料植物を蒸留水(炭駿ナトリウム 0-5 g/lを含
む)1[.よって下記の条件で熱抽出し，タンニン色素をは
じめ多くの縞物色素を含む煎汁液を調製した。
染料植物:20-50g/ l 
抽出温度 :95:t 20C 
抽出時間:4時間
得られた煎汁液はガラスフィノレター (No.2 )で炉過し
浮遊物を除去した。
H クロロホルムによる値物色素の抽出法
上J'ei計1汁液の場合と問機lζ逆流冷却器を付けた三つロ
フラスコ抽出装置を用い，細かく粉砕したクロトン，ク-
Jレ，ヤマモモなどの31lliの染料縞物をクロロホノレムによっ
てF記の創4で抽出した。
綿禍物 :200g/lクロロホルム
抽出温度 :60:t 20C 
抽出時間:4時間i
町 各積繊維の染色ならびに脱着方法
a) 植物色素による染色はTaiyolncubator M-1 
尽'!(娠認証回数100士2回/分)を用い，下記』ζ
示す条件で行った。
煎汁液:1 : 50 (対繊維)
染色温度 :85:t20C
染色時間:120分間
なお煎汁液はClark-Lubs緩衝液をmいてpH3 IL 
調整した。
b) 化学染料による染色ならびに脱おは上記と向様
lncubatorを用い，下記の条件で仔った。
《染色条件〉
染 料:2 ~ぢ (o .w .O
硫酸ナトリウム :5%(o.w.f川西し綿糸
20% (o.w.O紛 糸
染色温度:90:t 20C 晒し綿糸
85:t 20C *li 糸
染色時間 :120分間
液 比 :1 : 50 (対繊維)
《脱-i'i条件》
液 比 1: 50 (蒸留水)
脱者温度:90:t 20C 酬し綿糸
85:t 20C 絹 糸
脱者時間:120分間
(3) 
W 染着量ならびに脱着量の測定
a) 植物色系の染者信
日立自記分光光度計323型および烏主主二波長自記分光
光度計UV3000't'~を用い ， 染料純物の煎什液および五倍
子タンニン般水溶液の紫外部吸収スベク トノレの極大吸収
波長とその波長における検量線を求め，残液比色法4ζよ
り染色前・後の吸光度を測定し，五倍子タンニン酸換算
値で次式より繊維Ig当りの色素の染45盈 (mg)を求め
た。
染.j'lf1l(mg / g繊維)=CI (DJ -D~)/DIW 
DI:染色前の煎汁波のU必色度
02:染色後の煎汁液の吸光度
Cl :煎汁液中のタンニン色素の泣(五倍子タ
ンニン酸換算倒mg)
W:試料の重量(g)
b} 化学染料の染者琵および税芯丑
島津Double-BeamSpectrophotometer UV 150-
01型吸光度計を伺い，使用染料の縄大波長と各泌度にお
ける検母線を求め，残液比色法により染色前 ・後の吸光
度を測定し，lg繊維当りの染将官 (mg)を次式により算
U:lしfこ。
染m立(mg/g繊維)=C (01 -D2)/DIW 
D1:染色前の染液の吸光度
02:染色後の染液の吸光度
C:蜘夜中の染料の盆
W :部ヰの重量 (g)
また問機iζ染色後の鰍候Ig当りの脱看怠mg(脱議した
染料の母)を次式ILより求めた。
脱-lJf.il(mg/g，繊維)=C03/01W 
03:脱lJ後の筏液の吸光度
V 走査電子顕微鏡による繊維表面の観察
日本近子製JEM!OOB-ASlD型走査屯子顕微鏡
を用い，オスミウム酸で固定した総維を銀後IJ-!刊により
支持台に固定し， Au-sputter coatmgを行ったのち，
加速電圧5-15KV，70-1∞μAで・試料表面を観察した。
実験結果およびその考察
l 植物色素の性状について
まずクロトン.クール，ヤマモモなどの与加国y.f染料
縞物の煎汁1夜および五倍子タンニン酸水溶液をmい，目立
臼記分光光IJtJt323司2および品目Iニ彼長自記分たたl度jI-U
V3000型で紫外部吸収スベク卜Jレの特性波長曲線を求め，
極大吸収波長における色素滋皮と吸光度との関係につい
てみると，凶一1-41[，示すように，クロト ンの!):(汁液
ではいずれの色素濃度においても275nm付近lζ，クー ノレ
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図-3 希釈倍率の異なる染料植物楊絡煎汁液の紫外部
吸収スベクトノレの特性波長曲線 (A)と同煎汁
液の襟度と吸光度との関係 (8)
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吸収スベクトノレの特性波長曲線 (A)と濃度と
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図-5 希釈倍;f!，の異なる納物色素クロトン，クロロホ
ノレム抽出i夜の紫外部吸収スベクトノレの特性波長
曲線(A)と同抽出液の濃度と吸光度との関係(8)
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85 -
の'JfJj-j千夜では281nm付近K，ヤ7 モモのJ1l1汁液では282nm
付近tζ.また五倍子タンニン酸水溶液では212nmおよひ
275nm付近lとそれそ‘れ桜大吸収波長を示し，色ぷ濃度と
吸光j交との国JKは前線的な比例関係を示す乙とが認めら
れる。
出化第二鉄によるタンニン色素特fjの暗緑色，階青色
ないし暗黒褐色の宝色反応を示すクロトン煎什液li五倍
子タンニン酸水溶液の紙大吸収波長とほぼ一致するが，
クー ノレおよひ.ヤ7 モモAU-h伎では五倍チタンニン酸水溶
液の彬大吸収d宣伝275nmよりわずかに長校長側κシフト
する傾向が認められる。乙のような現象はタンニン色素
以外の純物成分などの爽維物の影縛やタンニン色系の徳
造の/，;:災ICJ，I;閃するものと忠われる。
-Ji，ク口卜ン，クールおよびヤ 7 モモなどの染料純
物のクロロホルム他I:J液を用い.各濃度における紫外部
吸収スベクトルの特性校長側線およひ属大吸収波長にお
ける吸)¥';/支を求めると ，[¥:<Jー 5-7のように，ク ロト ン
のクロロホノレム摘|依では242nm，275nm， 280nm， 315nm 
1:，クールでは288nmおよひ.322nmlζ，ヤマモモでは28
2. (A) 281nm321nm 
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図-7 希釈倍本の異なる染料値物働総クロロホルム抽
i包液の紫外部吸収スペクトノレの特性波長曲線
(A)とfoiJltJH:l液の濃度と吸光度との関係 (8)
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7nmおよひ:32InmlC:それぞ‘れ極大吸収波長を示し.色素
濃度と吸光震との聞には直線的な比例関係を示すζとが
認められる。
乙のように染料植物中に含まれる少畿の色素成分を検
出する犠合にはタンニン色素の抽出をともなわないクロ
ロホルム抽出が有効と恩われる。
そ乙でまず与那国産各種織物の染色tζ最も多く使用さ
れるクロトンの熱水抽出時に添加する炭酸ナトリウム量
と煎汁液中のタンニン色素濃度との関係についてみると，
2. 
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〆問、
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0 
) 
。
1 2 3 4 5 
炭酸ナトリウム添加漉度 (g/l)
図-8 植物色素クロト ン煎汁液中の炭酸ナトリウム添
加濃度と吸光度との関係
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図-9 植物色素クロトン煎汁液による色素濃度が各種
繊維の染者fまに及ぼす影縛
図-8のように.炭酸ナトリウムの添加f訟を増すと ，煎
汁液中のタンニン色素量は増大する。したがって本研究
では以下炭酸ナトリ ウムの添加濃度を5g/lと一定に
した。
ml 学
I.樋物色素クロトンによる各種織維の染色について
まず規定条件下で調製されたクロトン煎汁液のタンニ
ン色素襟度が未晒し綿糸，栖し綿糸，苧麻糸，芭蕉糸お
よび絹糸の染者量におよぼす影響についてみると，図-
9のように，絹糸では綿糸，苧麻糸，芭:ffi糸などのセノレ
ロース系繊維に比べて著しく高い染務鑓を示し，煎汁液
中のタンニン色素濃度と染者量との聞にはほぼ直線的な
比例関係を示す乙とが認められる。
っき~Ic:クロ トン煎汁液のpHが各種繊維に対するタンニ
ン色紫の染者量におよぼす影響についてみると.図-10
26 
? ??
??
????????????
?
???
一←→ー未晒綿糸
工工撚糸
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浴のpH
液 比:1 :50 (対繊維)
染色温度:85:t 20C 
染色時間:120分間
図-10 植物色素クロトン煎汁液による浴のpHが各種
繊維の染若宮に及ぼす影響
のように，いずれの繊維においてもpIl3付近で最もお
いぬ芯f誌を示すが，煎汁液のpHがアJレカリ性側IC:移行
すると著しく低い染-l1fil:を示す傾向が認められる。絹糸
の染色においては煎汁液のpHが絹たん白質の等電点以
下の酸性訓では酸性染ti!K額似の染色号$ffiI)を示し，また
著しくおいタンニン色来の染者量を示している。そ乙で
本研究で‘は以下煎汁液のpHを3と一定にした。
つぎにクロトン煎汁液を用い，染色温度が各種繊維に
対するタンニン色素の染者盆Kおよぼす影響ICついてみ
ると，図ーIのように，制]糸， 米晒し綿糸，晒し綿糸で
は染色温度を高めると染者泣が増し，特iζ絹糸では他の
セルロース系繊維に比し，高い染着母を*すが，苧麻糸
および芭蕉糸では染色時の極度効果はほとんど認められ
ない。したがって本研究ではいずれの繊維でも最もおい
(6) 
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図ー12 縞物色素クロトン煎汁液による染色時聞が各種
繊維の染着量iζ&.1ます影響
染者ilを示す染色潟度を85十 20Cと一定にした。
-}j.クロトン煎汁j伎を用い，染色時間が得額繊維1:
対するタンニン色素の染-t}:!itにおよぼす影響についてみ
ると，凶ー12のように，綿糸，苧麻糸，芭1."糸などのセ
jレロース系繊維では30-90分間でほぼ一定の染.{fIillζ達
-87ー
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染色時間 :90分
浴のpH:3 
植物色系ークロトン煎汁f伎による染色回数が各種
繊維の染者盈IL及ぼす影符
3 
するが，紛糸では3時間以上の染色で極めて高い染.l'Iis
を示す乙とが却、められる。
っさにクロ卜ン煎汁液iζよる反省1染色回数が未晒しi綿
糸および晒し綿糸に対するタンニン色系の染必位におよ
ぽす影響Kついてみると，凶-]3のように，いずれも 2
同の繰り返し染色では染者室がt;tI1Joするが.3凶の反復
染色では染n刊の附加はほとんど必められなし、。また未
晒し綿糸ではシルケット加工した晒しj綿糸に比べてタン
ニン色素の染将位がかなり高くなるととが認められる。
乙のような米自西し綿糸と日商し綿糸との染者祉の左児は
未晒し綿糸に不純物として含まれるべクチンおよび
Albuminoid materとよばれるたん白質の影響やIrJ!jし綿
糸の漂白K伴うオキシセルロースの生成などに基幽する
ものと思われる。
つぎにクロトン!日汁液で反復染色した未l闘し綿糸，明
し綿糸，苧麻糸，芭蕉糸および奇心糸の表面状態を定資屯
子顕微鏡下で観族すると .まず未晒し綿糸では写点5-
8のように，少fitの口ウ質，ペクチン'ff.脂肪質，色系，
無機物などを含む表皮 Ccuticle)で薄く程れている状
態か認められ， またクロトン)烈汁液で]-3凶反復染色
した未晒し紛糸ではかなり膨潤した比鮫的滑らかな表面
状態が観察される。 一方シルケッ ト加工した晒し綿糸で
は写真9-12のように，綿特有のリボン状tζねじれた構
造が消失したきわめて平滑な表tfi状態が観察され，また
( 7 ) 
??。 。
写真 ・5 未晒綿糸の表面状態
(走資也子顕微鏡)
写真 ・6 クロトン煎汁液処理(1回)した未晒綿糸の
表面状態 (走査屯子顕微鏡)
被 ijf，l 学
写真・ 7 クロトン煎汁液処理 (2回)した未明綿糸の
表面状態 (走査電子顕微鏡)
写真 ・8 クロトン煎汁液処理 (3回)した未晒綿糸の
表面状態 (走査電子顕微鏡)
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写真 ・9 晒綿糸 (シルケット加工)のぷ而状態
(走査電子顕微鏡)
写真 ・10 クロトン煎汁液処理(1回)した噺綿糸 (シ
ルケット加工)の表面状態〈主査電子顕微鏡)
(9) 
写真・1 クロトン煎汁液処.f1J1(2回)した晒綿糸 (シ
ノレケット加工)のぷ面状態(必在屯子顕微鏡)
写真 ・12 クロトン煎汁液処母(3図)した晒綿糸(シ
ノレケット加工)のぷ面状態(走査電子顕微鏡)
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写真 ・13苧麻糸の表面状態
(.<t査m子顕微鏡)
10μ 
写真・ 14 クロトン煎汁液で l回染色した苧麻糸の表面
状態 (定査屯チ顕微鏡)
~Iil 
(10) 
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写真・ 15 クロトン煎汁液で3回反復染色した苧麻糸の
表面状態 (走査電子顕微鏡)
写真・ 16 芭蕉糸の表面状態
(A査電子顕微鏡)
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写真 ・17 クロトン煎汁液で l回染色した芭焦糸の表l而
状態 (必王立屯子顕微鋭〉
写真・ 18 クロトン煎汁1伎で3回反復染色した芭孫糸の
1x:面状態 (本公電子顕微鏡〉
- 91ー
写真・ 19 絹糸の表而状態
(，1よffdl子顕微鏡)
写真・20 クロトン煎汁・液でl回染色した紡糸の友凶状
態 (本査定子顕微鏡)
???ー
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クロ卜ン煎汁液で1-3回反復染色した晒し綿糸では表
面の変化はほとんどなくきわめて均一な表面状態が観察
される。また苧麻糸および芭蕉糸では写真13-18のよう
に，精練によって不純物がほぼ完全に近く除去された滑
らかな表面状態が観察され，一方クロトン煎汁液で 1-
3回反復染色したと子麻糸では表面の変化がほとんどなく
比較的滑らかな表面状態が観察怠れる。上記セルロース
系脳性と異江り著しく高い染着量を示す絹糸では写真19
-21のように，クロ卜ン煎汁液による染色回数を増すと
繍佐表面のミクロなフィブリ Jレ構造が被覆され， 3回染
色を反復した絹糸では多くの色索物質が沈降した比較的
滑らかな表面状態を示す傾向がみられる。
E 各種タンニン色素による化学染料の色止め効果に
ついて
まず染色特性の異なるC.I.Direct Brown 95 
(ベンジン系アゾ染料)，C.I. Direct Black 45 
(アゾ染料)， Cム DirectBlue 71 (アソv染料)， 
C.I. Direct Red 23(ジアリル尿素誘導体のアゾ染
料)などの 4種の直接染料と， C.I. Acid Violet 
17 (トリアリノレメタン系染料)， C.I. Acid Blue 
45 (アントラキノン系染料)，C.I. Acid R巴d52 
(キサンテン系染料)などの3種の酸性染料を用い，晒
写真・21 クロ トン煎汁液で3回反復染色した絹糸の表
而状態 (走査電子顕微鏡)
ijR. 
??
染着量及び脱着量 (mg/g)
o 2 4 6 
C.I. Direct Brown 95 
C.I. Direct Black 45 
C.I. Direct Blue 71 
C.I. Direct Red 23 
8 
仁二コ:染着量
~:脱者量
図-14 直接染料による晒綿糸の染者室及び脱着量
染着量及び脱着量 Cmg/g繊維)
o 2 4 6 8 10 
C.I. Acid Blue 45 
(アン卜ラキノン系)
E 
C.I. Acid Red 52 
(キサンチン系)
H 
C.I Acid Violet 17 
(卜リアリノレメタン系)
扇:開
:脱着量
1 :中性染法 II:酸性染法
図一15 酸性染料による絹糸の染着量及び脱着量
し綿糸および絹糸をそれぞれ規定条件下で染色し，その
染着量ならびに脱着震についてみると，図ー14，15のよ
う1(，晒し綿糸ではC.I.Direct Brown 95および
C.I. Direct Red 23が高い染着量を示し ，またC.
1. Direct Brown 95では染料の脱洛が著しく大きく
なる乙とが認められる。一方絹糸では C.I.Acid
Violet 17が中性染浴および酸性染浴のいずれの染浴で
も高い染着賞を示し，また中性染浴では染料の脱洛が著
しく大きくなることが認められる。
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したがって以下の実験では本研究の目的K適する直接
染料としてC.I.Direct 8rown 95を，また獣性染
料としてC.I.Acid Violet17を選び使用した。
まず箇倭染料C.I.Direct 8rown 95で下染めし
た晒し綿糸と，酸性染料C.I.Acid Violet 17で F
染めした絹糸をそれぞれクロトン煎汁液および五倍子タ
ンニン酸水溶液で重ね染めして化学染料の色止め効果に
ついてみると，表ー 1・2のように，晒し綿糸の重ね染
めにおいてはし、ずれのタンニン色素でも化学染料のすぐ
れた色止め効果が認められるが，クロトン煎汁液lζ比べ
表-1 直接染料C.I.DirectBrown95)で染色した晒
綿糸，酸性染料(C.I.AcidVioletl7)て‘染色し
た絹糸の五倍子タンニン酸による色止め効果
五倍泊度子費タンニ
濃
0.1 
0.05 6.7 9.4 
0.2 0.5 
0.03 6.7 C 3.0 ) 9.4 ( 5.2 ) 
0.3 1.1 
0.01 6.7 C 4.5 ) 9.4 1 1.3 ) 
未処flI1 6.0 7.0 7.3 81. 6 ) 9.4 (74.3 ) 
表-2 酸性染料CC.I，AcidVioletl7)で‘染色した絹糸
の梢物色素クロトン!I!t汁液および五倍子タンニ
ン酸による色止め効果
タンニン色素の処理
脱お主勾1宍E 染者量タンニン色素の 処理組度 (脱率〉種 類
。C~g/ g 織純mg/ 9繊維
85 9.3 /00.033 pg 
植物色素クロトン
50 9.3 0.03 
前 汁s 液 (0.3 ) 
25 9.3 0.03 (0.3 ) 
85 9.3 0.02 C 0.2 ) 
50 9.3 0.03 五倍子タンニン酸 (0.3 ) 
25 9.4 0.13 ( 1.3 ) 
木 処 ~1 9.4 7.0 ~ 74.3 ) 
?〈
?
?
て五倍子タンニン酸では高い色止め効果を示し，重ね染
めilfi度を培すとわずかではあるが色止め効果を高める傾
向が認められる。
一方絹糸の重ね染めにおいては重ね染め温度に関係な
しいずれのタンニン色素でも化学染料のすぐれた色止
め効果が認められる。
なお直接染料C.I.Direct 8rown 95で下染めし
た晒し綿糸と酸性染料C.I.Acid V io!et 17で下染
めした絹糸をそれぞれ五倍子タンニン酸水溶液で重ね染
表-3 直接染料CC.I.Direct8rown95)で、染色した
晒綿糸の組物色業クロ トン煎汁液および五倍
子タンニン酸ICよる色止め効果
タンニン色素の処理
染者量
脱着最
話タ一ンニン色プ素1開5 処理温度 (脱着率〉
c 田宮/g繊総
的( 2/3l ga.63繊9ぢ維~I90 6.8 
縞物色素クロトン
50 6.8 1.7 古可 ト 液 C 24.9 ) 
25 6.8 1.8 ( 26.7 ) 
90 6.8 0.1 1.5 ) 
五倍子タンニン酸 50 6.8 0.3 ( 5.3) 
25 6.8 0.4 ( 5.7) 
処 国 7.3 6.0 未 ( 81.6 ) 
めし.五倍子タンニン駿濃度が化学染料の色止め効果に
およほす影響についてみると ，表-3のように，いずれ
も 0 ，05~0.1 5ぢ濃度の範囲できわめてすぐれた色止め効
果を示すことが認められる。
そ乙で上記と問機，直接染料で下染めした晒し綿糸と
駿性染料で下染めした絹糸を用い，タンニン色素を主成
分とする， クロ トン，クール，ヤマモモなどの染料植物
の煎汁液と五倍子タンニン酸水溶液による化学染料の色
止め効果を比較してみると，表-4のように，晒し綿糸
の重ね染めにおいてはいずれのタンニン色素でも化学染
料の色止め効果が認められるが，五倍子タンニン.酸水溶
液と比べると染料植物の煎汁液ではいずれも色止め効果
が低く .特Iζヤマモモの煎汁液では低い乙とが認められ
る。一方絹糸の重ね染めにおいてはいずれのタンニン色
素でも著しくt%い色止め効果を示す乙とが認められる。
以上のように，与郷国産のクロトン煎汁液による染色
(13) 
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表-4. 直接染料(C.l.Direct Brown95)で染色した
晒綿糸，酸性染料(C.I.Acid Violet17)で染
色した絹糸の各種染料植物煎汁液および五倍
子タンニンによる色止め効果
陣料植物の 晒 綿 糸 絹 糸
煎汁液 染者量 (腕脱宥着19率Z) 染着量 (脱腕右者越率)
クロトン
mg/g繊純 瑚/1.96繊維 田g/g繊維 問 /0官.0級3維
6.8 ( 23.3 % ) 9.3 ( 0.3 %) 
ク ー ル 7.0 2.4 9.5 0.08 ( 34.3 ) (0.8 ) 
ヤマモモ 7.1 4.1 9.6 0.12 
( 57.7 ) ( 1.3) 
五タ倍ン子ニン酸 6.8 0.1 9.3 ( 1.5 ) (0.2 ) 
未処理 7.1 6.0 9.6 ( 84.5 ) ( 72.9 ) 
においては茶系の独特の色相を特徴とする染色物が得ら
れるが，さらに化学染料で下染めした繊維をクロトン煎
汁液で重ね染めすると，多くの色相や深みのある色調の
染色物が得られ，また絹糸の重ね染めでは，煎汁液中の
タンニン色素によってすぐれた色止め効果を示す乙とが
認められる。
総 括
天然繊維製品の染色墜ろう性を消費性能IL適応したす
ぐれたものに改善する乙とを最終日的として，古くから
与那国島で生産されている染色堅ろう性のすぐれた板花
織，ノレタティ， ミンサーなどの各種織物の染色IL:着目し
た。本研究では主として綿糸，苧麻糸，芭fi"糸および絹
糸などの天然繊維に対するクロトン色素の2，3の基礎
的な染色挙動を検討すると共IC，直接染料で下染めされ
たセルロース系繊維や，酸性染料で下染めしたたん白質
系僻住のクロ卜ン色素による色止め効果と重ね染め効果
についても合わせて検討した。
1 )クロ卜ンの煎汁液およびクロロホノレム抽出液を用
ij~ 戸""→ー
い，紫外部吸収スベクトノレの特性波長曲線を求めると，
クロ卜ンの煎汁液で・はいずれの濃度においても275nmlC
極大吸収波長を示し，色索狼度と吸光度との聞には直線
的な比例関係を示す乙とが認められる。塩化第三鉄によ
るタンニン色素特有の呈色反応を示すクロ トンの煎汁液
は精製された五倍子タンニン酸の極大吸収波長212nmお
よび275nmにほぼ一致する特性波長曲線を示す乙とが認
められるが，クロトンのクロロホノレム拍出液では242nm，
275nm， 280nm，およひ:'315nmにそれぞれタンニン色素と
は異なる黄色系色素も認められる。
2 )クロトンの煎汁液による綿糸，苧麻糸，芭焦糸お
よび絹糸の染色においては染浴pH3付近，染色温度1!!:'85
土 20C，染色時間90-120分間で最も高い染者量を示す
乙とが認められる。
3 )クロトンの煎汁液で染色した各種繊維の表面状態
を走査電子顕微鏡下で観察すると.いずれの繊維におい
ても表面構造の変化はほとんどなく，また反復染色にお
いても比較的滑らかな表面状態が観察される。
4 )直接染料で下染めされたセルロース系繊維や，酸
性染料で下染めされたたん白質系繊維のクロトン!l!¥汁液
による重ね染めにおいては0.1%以上のタンニン色素濃
度でいずれもすぐれた色止め効果と深みのある色彩効果
を示すζとが認められる。
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Summary 
With the object of improving the co10r fastness of natura1 fibers products， attention was fixed on the dyeing of 
Rutati fabrics， Itahana and Minsa woven goods which have superior co10r fastness. 
In the present study， the basic behavior of natura1 fibers， such as cotton fiber， rami巴fib巴rand banana fiber were 
investigated. A1so， studied were the co10r fastness and topping effect croton dye on cellu10se fibers which had under-
gone bottoming， and on protein fibers which had undergone bottoming by acid dyes 
1) By using a decoction of croton and a ch10roform extract of croton， the specific wave length of ultravioJet absorp-
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tion spectra was studied， and it was found that the decoction of croton in every concentration revealed maximum absorp-
tion in the vicinity of 275nm. It also revealed that a linear relation exists between dye concentration and Iight absorp-
tion. The decoction of croton which reveals a color reaction characteristics of tannic acid due to iron chloride reveals 
maximum absorption weave corresponding to 212nm and 275nm， however， inthe chloroform extract of crotOll， a yellow 
dye differing with tannic acid is observed in the vicinity of 242nm， 275nm， 280nm and 315nm. 
2) Jn the dyeing of∞tton fiber， ramie fiber， banana fiber and silk fiber by de∞ctions of croton， itwas found that 
the highest exhaustion was obtained when the dye bath showed the following conditions: dye bath pH3， dyeing tempera-
ture 85士20C，and dyeing time 90-120mins 
3) scanning electron microscope studies of the surface conditions of the various fibers dyed by decoctions of croton 
revealed that thcre is very litle difference in the surface structure of the various fibers which were investigated. Also， 
even after repeatcd dyeing the surface structure remained comparatively smooth 
4) Jn the topping of cellulose fibers which received direct bottoming by dyes and also protein fibers which received 
bottoming by acid dyes， a superior color fixing effect is prod uced by a tannic acid concentration of over 0.1 %. 
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